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出席報告  ニコニコ報告 

7 月 13 日 第 1215 回修正  中村栄一会長 一ヶ月に渡り委員会発表有難うございました。 

会員数 38 人  谷口宗彦君 委員長の皆様、年間計画発表よろしくお願いします。 

出席免除者数 17 人  北山勘解由君 21 日夜大阪、喜多さんはじめ会員の方有難うございました。少し若くなりました。 

出席義務者数 31 人  木平正君 寄金常任委員会の発表です。宜しくお願いします。 

欠席者数 8 人  岩本金悟君 本日年間計画発表です。宜しくお願いいたします。 

出席者数 30 人  黒田有紀君 会員組織常任委員長として基本方針を発表します。ご協力お願いします。 

補填者数 0 人  小鍛冶英一君、野崎充亮君、八尾俊宏君、清水毅君、喜多永治君、野口創君 

修正出席者数 30 人  影山大君 本日委員会発表よろしくお願いします。 

出席率 96.77％  泉谷良宏君 本日で今年度の委員会発表が終わります。 

   中東弘京君 本日国際奉仕委員会があります。 

   梶本真也君 7 月 25 日、大阪スポーツマンクラブに入会させて頂きました。 

   服部彰夫君 皆さん元気ですか～。 

   矢野兵治君 シンガポールへ社員旅行で行ってきました。 

   矢田武博君 先週の例会欠席をお詫びします。 

   前田隆一君 本日も多数の方にニコニコに協力して頂きありがとうございます。 

委員会報告 

●広報・雑誌常任委員会 西田正秀君 

本日、ロータリーの友が配布されました。今回はロ

ータリー財団や会員状況、女性会員数などが掲載さ

れています。興味を持って読んで頂ければと思いま

す。 

 

 

●国際奉仕委員会 中東弘京君 

本日、例会後に委員会を開催いたします。沙下 RC

来訪の件及び郡山東 RC 訪問の件につき協議いたし

ます。会長・幹事・常任委員長、各委員の皆様はご参

加をよろしくお願いします。 
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例会報告 

【年間計画発表（４）】 

●職業奉仕委員長 川口勝久君 

 
 

今年度職業奉仕委員長を仰せつかりました川口で

ございます。この委員会は前田武副委員長、荻田委

員、梶本委員、野口委員で構成されます。 

今年度の計画として  

①2017 年 1 月に職業奉仕月間の卓話 

②会社見学の実施 

私は今まで幹事は経験いたしましたが奉仕委員長

というものは初めてでございます。しかも職業奉仕と

いうのはなかなか理解しにくくこういうものだろうなあと

いう認識しかありませんでした。 

それでいろいろ調べましたが… 

経験豊富な諸先輩方の前で披露するのは恥ずか

しいのですが、「職業」は自分のために収益を得る行

為であり、「奉仕」は世のため、人のために尽くす行為

であり、一見相反する言葉のように思えますが、奉仕

の心を持って職業を行う事が結果として周囲の信頼・

信用を獲得し、最終的には自分の職業の継続的な繁

栄につながっていくという「風が吹けば桶屋が儲かる」

的な事であると思います。 

「He profits most who serves best」の言葉に代表さ

れるように「職業奉仕」はロータリー活動の基本であり、

会員が自らの職業の中で日々実践することが最も重

要な活動であると言えます。 

しかしながら 2015-2016 年度 RI 会長賞から「職業

奉仕」の言葉が消え、「ロータリアンの行動規範」から

第 5項（ 社会に役立つすべての仕事に対する認識と

敬意の念を推進すること）が削除され、2016-2017 年

度の会長賞にも職業奉仕は見当たらない。 

それに対し、職業分類のない、職業のない方や、

主婦などの仕事すらしたことのない方の入会まで認

めるとの改革が行われ、職業奉仕という言葉はそれに

伴い消えていっているように思いますが、通常のロー

タリアンからすれば職業奉仕とは切っても切れないも

のであります。 

職業奉仕委員長として一年間どうぞよろしくお願いい

たします。 

●環境保全委員会 影山大君 

 
 

環境保全委員会の任務は、ロータリアン一人一人

が、私たちの周りや地球環境で起きている大気汚染、

水質汚染、ゴミ問題など、環境問題につながる諸問

題を正しく認識し、クリーンエネルギー化を目指すと

共に緑化や資源分別、再利用など環境の保全に留

まるのみならず、環境の向上に寄与する諸施策を推

進することにあると考えます。 

地球温暖化をはじめとする環境問題は、私たちの

身近な暮らしの様々な分野で深刻化しております。私

たち一人一人が積極的に環境保全活動に取り組ん

で頂きたいと思います。地球の温暖化など、今後更に

深刻化する環境保全破壊に対し、我々は何をすべき

かということから考えていきたいと思っております。 

1 年間、宜しくお願い致します。 

 

●会員組織常任委員会 黒田有紀君 

 
 

当委員会は野崎充亮 会員増強・会員選考・職業

分類委員長、北山勘解由 ロータリー情報委員長、

浦島睦 研修リーダーシップ委員長、中村栄一 戦

略委員長の４委員会から組織されています。クラブ会

員に対して、RI２６５０地区刀根荘兵衛ガバナー、中

村栄一会長の方針に則り、より積極的、効果的にロー

タリー活動が行えるよう推進する。 

特に、会員増強及び退会防止に力を入れる。 

新入会員及び新入会員候補者に対して、ロータリ

ークラブの活動内容・ロータリー綱領等を理解できる

ように説明し、クラブ活動中遵守しなければならない

事項の周知徹底を図り、心の安らぎを持ちながら、な
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おかつクラブ活動に自信が持てるよう支え、退会防止

も含め適切な指導を行う。 

具体的な活動計画として、 

◎会員増強プランを作成し、それに基づき目標に

向かい活動する。 

◎ある一定のテーマを決め、全員が参加し自由に

意見を述べる情報集会を、最低年３回開催することを

計画し実施する。その経過報告を今後のロータリーク

ラブ活動に活かせるように意見をとりまとめ、例会にお

いて発表するようにする。内容により、ロータリー情報

委員会、研修リーダーシップ委員会、戦略委員会と

連携しながらフォーラムを開催するように要請する。 

◎戦略委員会でクラブの長期的問題点を抽出し解

決策を探る。 

◎新入会員に対してオリエンテーションを開催する

際に今後のサポート体制を説明し、安心してロータリ

ー生活を過ごせるようにフォローする。 

◎合同委員会を開催し各委員会の情報を確認し、

できればロータリー理解推進月間（１月）に特別なプ

ログラムを企画し実施する。 

皆様のご協力なくしてはできません。ご支援よろし

くお願いします。 

 

●会員増強・会員選考・職業分類委員会 

 野崎充亮君 

 
 

会員増強委員会・会員選考・職業分類委員会のう

ち会員選考・職業分類委員会はすべて会員増強に

関わるもので「会員増強委員会」だけ一委員会名称

で表すこととした。 

 会員を増やすことは言うまでもなく当クラブの至急の

命題であります。小生を含む１０名の委員を配置いた

だき又若い会員を多く配置頂きました。職業範囲も広

がり多くの情報をもとに成果を期待するものです。委

員会だけでなく会員全員が取り組んで頂き多くの収

穫を期待していることは言うまでもありません。 

 目標としては５名としました。女性会員も新たに２名

獲得したいと思っています。 

 一年間、皆様のご協力、よろしくお願いします。 

 

 

●ロータリー情報委員会 北山勘解由君 

 
 

プログラム委員会とも相談して、第１回目をガバナ

ー訪問の前、１０月頃行いたいと思います。２月、５月

と３回実施できたらと思っています。２週間くらいの余

裕をもって、７名ぐらいで５班に分かれて。リーダーの

方にお願いしますが、班毎に調整して頂いて、メイク

アップが出来やすいように、曜日を、なるべく重ならな

いようにして下さい。費用は、８千円以下でどうでしょう

か。 

議題としましては、RI 規定審議会の変更があり。ク

ラブの自主性が求められるものがあります。大体クラ

ブで意思統一が出来ているようですが、情報委員会

で、議論して頂いて、意思の統一を行い、出席・規定

審議委員会、弁護士の方々の意見などを交えて、理

事会に上げ、会員全員の意見が、クラブ定款に反映

できたらと思っています。 

 一年間、皆様のご協力、よろしくお願いします。 

 

●寄金常任委員会 木平正君 

 
 

寄金常任委員会は、ロータリー財団委員会(岩本

金悟委員長)と米山奨学委員会(前田隆一委員長)を

統括いたします。両委員会から出された要望や意見

等を理事会に諮るのが役割であります。 

米山奨学生、学友は 2014 年の時点で 18000 人を

超えました。毎年700人強の奨学生を各クラブがお世

話しております。米山学友の出身国は中国、韓国、台

湾、マレーシア、ベトナム、インドネシア、バングラデ

シュ、タイ、スリランカ、北・南アメリカ、ヨーロッパ・NIS

諸国、アフリカ、大洋州、など世界中に広がっており

ますが、中国、韓国、台湾からの留学生が大半を占
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めております。発展途上国や様々な国から幅広く、よ

り多くの学生を選ぶべきだと考えます。選抜方法を再

考するいい機会だと考えております。 

ロータリー財団は 100 周年を迎えます。来年 2017

年 6 月に行われるアトランタ国際大会に参加して 100

歳記念パーティに出席し『友愛の家』に展示されてい

る財団 100 周年展示を是非見て頂きたいと思います。

ロータリー財団は、１世紀にわたり、世界中のロータリ

ー会員による奉仕活動を支え、奨学金を通じて若者

を支援し、ポリオ撲滅を実現に近づけてきました。 

ロータリー財団の総支出額の内訳は教育的プログ

ラムの奨学金制度、人道的プログラムのマッチンググ

ランド、そしてポリオプラスの３大事業で大半を占めて

おります。 

ポリオ撲滅運動では、2012 年アフリカのナイジェリ

アで達成し、現在は南西アジアのパキスタンとアフガ

ニスタンの 2 国となりました。後、少しの努力で世界中

からポリオ患者を無くする事が出来ます。 

1 年間、恙なく委員会行事を消化して行きたいと考

えております。皆様のご協力、宜しくお願い致します。 

 

●ロータリー財団委員会 岩本金悟君 

 
 

今年度ロータリー財団委員長を仰せつかりました

岩本です、西田副委員長と二人で務めさせて頂きま

す。皆様方の心あるご寄付を頂戴することでロータリ

ー財団委員会の役目を滞り無く全うできます、一年間

宜しくお願いいたします。 

まず、年次寄付ですが、刀根ガバナー年度は一人

当たり 180 ドル以上の寄付をお願いしております。世

界的には一人当たり 100 ドルと言うことですが、2650

地区の方針として 180 ドル以上の寄付をよろしくお願

い致します。尚、この年次寄付は寄付を実行した 3 年

後に地区活動資金として 50％が戻ってまいります。こ

れを各クラブの事業計画に伴い「地区補助金」「グロ

ーバル補助金」としてご利用いただくことが出来ます。

我が奈良東 RC としても補助金を充分に活用して参り

たいものです。べネファクター恒久基金寄付はクラブ

会員 25 名に 1 人、50 名ですと 2 人となっています。

一人当たり 1,000 ドルとなっていますので、我がクラブ

では 2 人と換算して 2,000 ドルを会員で均等割りとし

ております。またポリオプラスとして一人当たり 2,000

円と今年度はラオスポリオミッションを予定しておりま

すので一人 1,000 円以上の寄付をお願いしておりま

す。そしてロータリー希望の風奨学金の寄付を一人

5,000 円とたくさんの寄付がありますが、寄付をできる

ことはロータリアンの誉れであるとご認識頂けたらあり

がたいです。最後になりましたが、我がクラブの北山

勘解由会員がポール・ハリス・ソサエティーとして毎年

1,000 ドルの寄付を誓約して頂いておりますことに感

謝して報告とさせて頂きます。 

 

●米山奨学委員会 前田隆一君 

 
 

ロータリー米山奨学会は勉学研究のために日本に

在留している私費外国人留学生に対し、日本全国の

ロータリアンからの寄付金を財源に奨学金を支給し、

留学生が将来国際社会で活躍できる人材となるよう

な育成活動を目標とします。 

今年度は例年と違って、お世話する留学生がいま

せんので啓蒙活動が主となります。 

また、米山月間には他クラブより留学生を招き卓話

をお願いします。 

 一年間、皆様のご協力、よろしくお願いします。 

 

 

 

 


